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S U MMA R Y  O F E X E C U T IO N  A N D  R E S U LT S  

 J l ab  E 0 1 -0 11  実験用プロトタイプであるＴＯＦカウンタ、エアロゲルチェレンコフ、

ルサイトチェレンコフ、水チェレンコフカウンタをＴ１ビームラインに並べ性能評価

を行った。Ｔ１ビームラインでは予定していた e ,  π,pに加え、予想外に多くのＫも観
測できた。 0 .3 -1 .4GeV /c  の運動量領域で各粒子に対して様様な条件下で各種カウンタ

のデータを順調に取ることができ、現在解析中である。  

 すでにプレリミナリな解析からエアロゲル、水チェレンコフカウンタについては予

想通りの性能を発揮しているが、 d i f fu s ion  box  内の反射材によって性能が非常に変わ

ることが分かったので改良した量産タイプを製作中である。また、ルサイトチェレン

コフについても予想より性能がよかったので、 p /K 分離カウンタとして水チェレンコ

フとルサイトチェレンコフのどちらを正式採用するかは、最終量産タイプの性能評価

をしてから決定することにしたい。  

 
E X E C U T E D  MA C H IN E  T IME ,  B E A M C O N D IT IO N ,  D O WN  T IME  e tc .  

1 8日 23時前から 19日 0時過ぎまで  P S  が  down  した以外は短時間のビームストップを

除いて極めて順調にビームタイムを消化した。  

 
C O MME N T S 

 学部  4  年生、海外研究者を含む１１人でシフトを組むことができ、カウンタの性能

評価に極めて役立つと同時に、教育的なビームタイムを取ることができました。  

 ＫＥＫ－ＰＳスタッフの皆様に感謝します。  




